
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘ解析エラー対策 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２５年１２月０６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析時 

   

 が発生する事があります。 

 原因は、入力データにおいて、解析に必要なデータ点数が少ない場合発生します。 

 入力データは、０．０００００１以下は０．００００００としているため、入力データに 

０．０００００１以下データが多い場合、上位エラーが発生しています。 

０．０００００１以下は０．０００００１とする対策を行いました。 

通常の極点測定ではこの現象は発生しません。 

本来、極点図の最小値はｒａｎｄｏｍレベルであり、統計変動の影響で０．０辺りを 

バラツクため、０．０の値は少なくなり、上記現象は発生しません。 

但し、単結晶のシュミレーション極点図や、バックグランドが高い測定データを扱う場合 

発生しています。 

対策として、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアに最小値、０．０００００１を追加するとこで 

対応します。 

０．０００００１はｒａｎｄｏｍレベル＋０．０００１％になります。 

以下に結果を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｔｉｔａｎｉｕｍ（－１２０）［２１０］シュミレーション 

  

 （１００） 

  

 

 

 

 

 



従来 

 

 

 

 

 

 

 



変更 

 

 

 

 

 

 

 



以前 

 

 

 エラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改良 

 

 

 

 

エラーなし、Ｒｐ％は悪い 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるＲｐ％±１．５％Ｏｖｅｒがあるが全体が２．０％で良い結果である。 

 

 

 


